
本
事
例
の
ポ
イ
ン
ト

Ⅰ宮
田
ア
ル
マ
イ
ト
工
業
株
式
会
社
は
長
野
県
上
伊
那

郡
宮
田
村
に
お
い
て
、１
９
６
７（
昭
和
42
）年
3
月
に
、

ア
ル
マ
イ
ト
表
面
処
理
を
主
業
と
す
る
金
属
製
品
製
造

会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
現
在
、
社
員
の
平
均
年
齢

は
48
歳
で
、
２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
か
ら
２
０
２
１

（
令
和
３
）年
の
間
に
、
売
上
高
・
社
員
数
と
も
に
約

３
倍
に
増
大
す
る
な
か
、
同
社
の
成
長
に
貢
献
し
て
き

た
高
齢
社
員
が
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
貴
重
な
戦
力

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

同
社
で
は
、
業
務
の
貢
献
に
見
合
っ
た
賃
金
水
準
の

見
直
し
、
機
械
化
に
よ
る
業
務
の
負
担
軽
減
、
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
の
新
旧
世
代
交
流
の
活
発
化

の
３
点
に
留
意
し
た
取
組
み
を
展
開
し
、
若
手
社
員
を

含
む
離
職
率
の
低
減
を
実
現
。
高
齢
者
雇
用
に
お
い
て

は
、
定
年
後
も
評
価
を
行
い
、
昇
給
・
賞
与
支
給
に
反

映
す
る
な
ど
、
評
価
基
準
を
可
視
化
し
、
年
代
を
問
わ

ず
社
員
間
に
お
け
る
公
平
感
の
醸
成
に
努
め
て
い
る
。

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ

1�

高
齢
者
雇
用
制
度
の
段
階
的
な
見
直
し
を
行
い
、
２

０
２
２
年
に
定
年
65
歳
、
希
望
者
全
員
70
歳
ま
で
の

継
続
雇
用
制
度
を
導
入
。
70
歳
以
降
も
一
定
条
件
の

も
と
年
齢
上
限
な
く
働
け
る
制
度
と
し
て
い
る
。

2�

本
人
、
上
長
、
社
長
の
三
者
に
よ
る
評
価
制
度
を
通

し
て
、高
齢
社
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
再
認
識
し
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
高
く
働
け
る
仕
組
み
を
整
え
て
い

る
。

3�

高
齢
社
員
が
持
つ
ア
ル
マ
イ
ト
加
工
の
感
覚
的
ノ
ウ

ハ
ウ
を
言
語
数
値
化
。
暗
黙
知
を
組
織
知
と
し
て
蓄

積
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
た
。

4�

年
1
回
の
国
内
社
員
旅
行
、年
4
回
の
懇
親
会
な
ど
、

全
額
会
社
負
担
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
世
代
間
交

流
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

宮宮み
や
み
や

田田だだ

ア
ル
マ
イ
ト

ア
ル
マ
イ
ト
工工こ

う
こ
う

業業ぎ
ょ
う

ぎ
ょ
う  

株
式
会
社

株
式
会
社
（
長
野
県

（
長
野
県
上上か

み
か
み

伊伊いい

那那なな

郡郡ぐ
ん
ぐ
ん

宮宮み
や
み
や

田田だだ

村村む
ら
む
ら

））

高
齢
社
員
の
感
覚
的
ノ
ウ
ハ
ウ
を
可
視
化

高
齢
社
員
の
感
覚
的
ノ
ウ
ハ
ウ
を
可
視
化

特
殊
な
治
具
と
機
械
化
で
作
業
効
率
も
ア
ッ
プ

特
殊
な
治
具
と
機
械
化
で
作
業
効
率
も
ア
ッ
プ

高年齢者活躍企業コンテスト
令和6年度

独立行政法人高齢・障害・
求職者雇用支援機構理事長表彰

優秀賞企
業
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

宮田アルマイト工業 株式会社
（長野県上伊那郡宮田村）

 創業　1967（昭和42）年
 業種　金属製品製造業
 社員数　123人(‌2024年9月1日現在)
  60歳以上　11人

（ 内　 訳 ）	 60～64歳	 6人	（4.9％）
	 65～69歳	 4人	（3.3％）
	 70歳以上	 1人   （0.8％）

 定年・継続雇用制度
�定年65歳。一定条件のもと70歳まで継続雇用。70歳以降
は運用により一定条件のもと、年齢上限なく継続雇用。最
高年齢者は75歳
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特集

企
業
の
沿
革
・
事
業
内
容

Ⅱ１
９
６
７
年
に
創
業
し
、
１
９
７
３
年
10
月
に
株
式

会
社
と
な
っ
た
宮
田
ア
ル
マ
イ
ト
工
業
は
、
電
気
化
学

反
応
に
よ
り
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
表
面
に
人
工
的
に
酸
化
被

膜
を
生
成
さ
せ
る
、
ア
ル
マ
イ
ト
処
理
に
特
化
し
た
全

国
有
数
の
企
業
で
あ
る
。
創
業
当
初
は
カ
メ
ラ
な
ど
光

学
機
器
の
鏡
枠
類
の
処
理
を
中
心
と
し
た
事
業
で
順
調

に
発
展
し
て
き
た
が
、
ミ
ラ
ー
レ
ス
カ
メ
ラ
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
普
及
な
ど
に
よ
り
売
上
げ
が
減
少
。
そ
こ

で
現
在
の
清し

水み
ず

光み
つ

吉よ
し

代
表
取
締
役
に
経
営
が
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
さ
れ
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
、
自

動
車
関
連
部
品
の
加
工
に
主
軸
を
移
し
た
。
す
る
と
、

技
術
の
高
さ
や
納
期
の
確
か
さ
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ

て
業
績
が
急
伸
し
、
本
社
付
近
に
第
2
工
場
を
新
設
す

る
な
ど
成
長
を
続
け
て
い
る
。

高
齢
化
の
状
況
、

職
場
改
善
等
の
背
景
と
進
め
方

Ⅲ清
水
社
長
就
任
時
の
２
０
０
５
年
ご
ろ
は
、
離
職
者

の
多
さ
も
課
題
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
最
初
の
仕
事

は
「
社
員
を
ど
う
す
れ
ば
辞
め
さ
せ
ず
に
す
む
か
を
考

え
る
こ
と
だ
っ
た
」と
清
水
社
長
は
ふ
り
返
る
。
そ
の

後
、
業
績
は
V
字
以
上
の
回
復
を
見
せ
、
さ
ら
な
る
業

績
拡
大
を
見
込
ん
で
、①
労
働
に
見
合
っ
た
賃
金
水
準
、

②
負
担
の
少
な
い
労
働
、
③
良
好
な
人
間
関
係
、
の
３

点
を
意
識
し
て
実
践
。
す
る
と
離
職
率
は
大
幅
に
下
が

り
、
現
在
は
当
時
の
社
員
の
ほ
と
ん
ど
が
会
社
に
残
り

活
躍
し
て
い
る
。

な
お
、
人
員
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
中
途
採
用
を
中

心
に
展
開
。
現
在
62
歳
に
な
る
総
務
部
長
の
吉よ

し

沢ざ
わ

健た
け
し

さ

ん
も
そ
の
一
人
で
、
40
代
半
ば
で
入
社
し
て
い
る
。
ま

た
、
若
手
と
し
て
採
用
し
た
30
代
入
社
組
も
、
い
ま
は

50
代
に
達
す
る
な
ど
、
主
力
と
な
っ
て
活
躍
し
て
き
た

社
員
た
ち
の
定
年
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
た
。

そ
こ
で
、
制
度
を
段
階
的
に
改
定
し
、
定
年
年
齢
と

継
続
雇
用
年
齢
の
引
上
げ
を
実
施
。以
前
は
定
年
60
歳
、

希
望
者
全
員
65
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
と
し
て
い
た
が
、

２
０
１
９
年
に
定
年
を
60
歳
か
ら
62
歳
へ
、
継
続
雇
用

年
齢
を
希
望
者
全
員
67
歳
ま
で
に
延
長
。
そ
し
て
、
２

０
２
２
年
10
月
に
定
年
を
62
歳
か
ら
65
歳
へ
、
継
続
雇

用
年
齢
を
一
定
条
件
の
も
と
70
歳
ま
で
引
き
上
げ
た
。

現
在
、
70
歳
以
降
は
運
用
に
よ
り
一
定
条
件
の
も
と
、

年
齢
の
上
限
な
く
継
続
雇
用
し
て
い
る
。

改
善
の
内
容

Ⅳ
（
１
）
制
度
に
関
す
る
改
善

①
定
年
後
も
昇
給
・
賞
与
支
給
を
実
施

同
社
周
辺
に
は
東
証
プ
ラ
イ
ム
上
場
企
業
の
関
連
会

社
な
ど
を
は
じ
め
、
数
百
人
規
模
の
大
手
工
場
が
点
在

し
て
い
る
。
そ
の
た
め「
慢
性
的
な
人
材
不
足
で
、
絶

え
ず
喉
か
ら
手
が
出
る
ほ
ど
人
材
が
欲
し
い
状
況
」（
清

水
代
表
取
締
役
）が
続
き
、
高
齢
社
員
を
含
め
社
員
に

よ
り
長
く
働
い
て
も
ら
う
た
め
、
待
遇
面
で
も
改
善
を

図
っ
て
き
た
。
定
年
後
の
継
続
雇
用
社
員
の
賃
金
は
日

給
月
給
制
か
ら
時
間
給
に
変
わ
る
が
、
定
年
前
の
水
準

エルダー21

令和 6 年度  高年齢者活躍企業コンテスト

宮田アルマイト工業株式会社の第２工場

代表取締役の清水光吉さん（左）と総務部長の吉沢健さん（右）



の
７
割
を
維
持
。
こ
れ
は
近
隣
企
業
に
比
べ
て
も
高
い

水
準
に
あ
り
、
給
与
減
額
に
よ
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低

下
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
定
年
後
も
正
社
員

同
様
の
評
価
を
行
い
、「
定
年
退
職
者
再
雇
用
制
度
規

定
」
で
は
原
則
対
象
外
と
は
し
て
い
る
も
の
の
、昇
給・

賞
与
支
給
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
、
独
自
の
評
価
表
を
導
入
し
て
お
り
「
本
人
自

身
に
よ
る
自
己
評
価
」、「
部
門
長
と
の
面
談
評
価
」、「
社

長
と
の
面
談
評
価
」の
順
で
評
価
を
行
う
が
、
各
段
階

で
評
価
が
食
い
違
う
場
合
、
最
終
的
に
社
長
が
面
談
で

本
人
に
会
社
側
の
意
向
を
伝
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
被
評

価
者
の
意
識
変
容
が
う
な
が
さ
れ
、
こ
と
に
高
齢
社
員

が
各
人
の
役
割
を
再
認
識
で
き
る
点
で
大
き
な
効
果
が

望
め
る
と
い
う
。
高
齢
社
員
の
仕
事
へ
の
充
実
感
を
高

め
る
う
え
で
、
こ
う
し
た
評
価
制
度
が
重
要
と
見
な
し

て
い
る
。

②
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
導
入

同
社
が
生
産
能
力
を
強
化
の
た
め
第
2
工
場
を
新

設
。
現
在
は
受
注
が
倍
増
し
、
日
勤
・
夜
勤
だ
け
で
な

く
、
深
夜
帯
を
含
む
３
交
代
制
を
と
っ
て
い
る
。
全
社

員
各
シ
フ
ト
で
の
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
が
原
則
だ
が
、
希

望
者
全
員
が
利
用
可
能
な
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
を
新

た
に
導
入
し
て
お
り
、
高
齢
社
員
に
か
ぎ
ら
ず
、
中
堅

層
も
親
の
介
護
な
ど
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
な

ど
、
働
き
方
が
よ
り
柔
軟
に
な
っ
た
。
高
齢
社
員
に
深

夜
帯
勤
務
を
望
む
社
員
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
が
、
希
望

が
あ
っ
た
場
合
で
も
健
康
面
を
配
慮
し
、
避
け
る
よ
う

指
導
し
て
い
る
。

（
２
）
意
欲
・
能
力
向
上
の
た
め
の
取
組
み

①�

高
齢
社
員
の
役
割
の
明
確
化

長
期
間
働
い
て
も
ら
う
こ
と
を
方
針
に
掲
げ
る
と
と

も
に
年
齢
を
問
わ
ず
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
有
機
溶
剤

作
業
主
任
者
、
特
定
化
学
物
質
作
業
主
任
者
と
い
っ
た

資
格
取
得
を
推
進
。
取
得
す
れ
ば
手
当
が
つ
き
、
受
検

費
用
も
支
援
し
て
い
る
。
高
齢
社
員
の
職
務
は
基
本
的

に
定
年
前
と
同
様
で
、
力
仕
事
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
す

で
に
身
に
つ
け
た
知
識
や
技
能
の
活
用
や
伝
承
、
ベ
テ

ラ
ン
ら
し
い
温
和
な
雰
囲
気
が
組
織
内
に
好
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

現
在
、
高
齢
社
員
の
業
務
と
し
て
は
、
元
部
長
職
に

よ
る
環
境
経
営
シ
ス
テ
ム
の
維
持
管
理
、
作
業
手
順
書

の
作
成
、
顧
客
ク
レ
ー
ム
対
応
、
60
〜
70
代
女
性
社
員

に
よ
る
ラ
ッ
キ
ン
グ
や
製
品
の
外
観
検
査
、
配
送
先
を

近
県
に
限
定
し
て
の
2
～
10
ｔ
車
で
の
配
送
ド
ラ
イ

バ
ー
な
ど
が
中
心
。
ラ
ッ
キ
ン
グ
と
は
処
理
対
象
の
部

品
を
治
具
で
固
定
す
る
作
業
の
こ
と
で
、
扱
う
部
品
が

多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
機
械
化
が
む
ず
か
し
く
、
ベ
テ

ラ
ン
の
技
術
や
経
験
が
必
要
と
な
る
。
最
高
齢
の
ド
ラ

イ
バ
ー
は
73
歳
で
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
使
用
し
積
載

も
す
る
が
、
荷
造
り
は
若
手
が
に
な
っ
て
い
る
。

②
感
覚
的
ノ
ウ
ハ
ウ
の
言
語
数
値
化

ダ
イ
カ
ス
ト
製
品
の
ア
ル
マ
イ
ト
処
理
は
、
皮
膜
生

成
が
む
ず
か
し
く
、
一
般
的
に
生
成
可
能
な
膜
厚
は
2

～
7
ミ
ク
ロ
ン
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
同
社
で
は
17
～

18
ミ
ク
ロ
ン
ま
で
可
能
に
し
て
い
る
。
薬
品
の
配
合
や

最
適
な
電
圧
設
定
な
ど
の
秘
訣
が
あ
る
が
、
機
械
を

バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
式
の
フ
ル
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

に
し
て
も
、
形
状
や
材
質
に
よ
り
処
理
条
件
が
異
な
る

た
め
、
単
純
な
数
値
化
が
む
ず
か
し
い
。
以
前
は
個
々

の
部
品
ご
と
に
必
要
と
さ
れ
る
皮
膜
生
成
の
技
術
は
各

専
従
社
員
の
暗
黙
知
と
し
て
、
当
該
者
の
退
社
に
と
も

な
い
失
わ
れ
て
い
た
が
、
同
社
で
は
そ
う
し
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
品
質
保
証
部
門
に
集
結
さ
せ
、
組
織
知
と
し
て
蓄

積
。
こ
の
３
年
間
で
言
語
数
値
化
し
、
後
進
に
継
承
し

て
い
く
仕
組
み
を
整
え
た
。

（
３
）�

雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
の
改
善
、�

健
康
管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

①
作
業
環
境
の
改
善 

で
き
る
だ
け
作
業
者
の
体
力
的
負
担
が
生
じ
な
い
よ

う
、
業
務
の
自
動
化
を
推
進
。
ま
た
、
多
く
の
社
員
で

業
務
を
シ
ェ
ア
で
き
る
よ
う
、
作
業
の
標
準
化
を
は
じ

め
各
種
取
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。

業
務
負
荷
軽
減
の
取
組
み
に
お
け
る
最
大
の
ポ
イ
ン

ト
は
ラ
ッ
キ
ン
グ
で
、
ど
う
し
て
も
人
手
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
業
務
ゆ
え
、
高
齢
社
員
で
も
作
業
し
や
す
い

よ
う
治
具
を
工
夫
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
般
的
に
は

部
品
を
２
カ
所
に
引
っ
か
け
る
治
具
が
多
い
が
、
1
カ

所
で
完
結
す
る
よ
う
改
良
し
、
高
齢
社
員
の
作
業
円
滑

化
に
加
え
て
、障
害
者
の
作
業
従
事
も
容
易
に
な
っ
た
。

こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
治
具
の
製
作
は
こ
れ
ま
で
１
０
０
種

類
近
く
に
及
ん
で
い
る
。

ま
た
、
作
業
環
境
改
善
に
あ
た
っ
て
は
、
建
物
内
の

す
べ
て
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
化
し
た
ほ
か
、
ア
ル
マ

イ
ト
処
理
の
際
に
は
酸
系
の
危
険
な
薬
品
の
使
用
が
多
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い
が
、
か
つ
て
人
手
で
行
っ
て
い
た
そ
の
配
合
も
、
現

在
で
は
機
械
で
行
っ
て
い
る
。
揮
発
し
た
酸
へ
の
対
策

と
し
て
、
業
界
で
も
先
駆
的
な
吸
引
装
置
を
導
入
し
、

将
来
的
に
は
薬
品
の
投
入
に
つ
い
て
も
人
力
か
ら
機
械

化
へ
の
移
行
を
検
討
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
同
業
他
社
に
先
駆
け
、
２
０
０
６
年
か

ら
作
業
標
準
化
が
可
能
な
バ
ー
コ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
を
導

入
。
約
１
０
０
０
社
に
及
ぶ
取
引
企
業
の
、
さ
ま
ざ
ま

な
部
品
の
膨
大
な
処
理
仕
様
を
バ
ー
コ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

に
読
み
込
ま
せ
、
ラ
ッ
キ
ン
グ
さ
れ
た
部
品
を
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
す
れ
ば
、
あ
と
は
そ
の
手
順
に
し
た
が
っ
て

機
械
が
自
動
的
に
作
業
を
行
う
。
こ
れ
に
よ
り
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保
や
ロ
ス
工
数
の
削
減
に
つ
な
が
る

な
ど
、
業
務
効
率
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
高
齢
化
に
と
も
な
う
安
全
衛
生
の
取
組
み

今
後
の
会
社
全
体
の
高
齢
化
を
見
す
え
、
総
務
部
長

の
吉
沢
さ
ん
が
先
頭
に
立
ち
、
以
下
の
よ
う
な
衛
生
管

理
を
行
っ
て
い
る
。

▼�

入
院
・
死
亡
時
の
み
に
適
用
さ
れ
て
い
る
共
済
の
内

容
に
三
大
疾
病（
が
ん
・
心
筋
梗
塞
・
脳
卒
中
）特

約
を
追
加
。

▼�

安
全
衛
生
委
員
会
の
ほ
か
に
、
環
境
安
全
委
員
会
が

あ
り
、
月
に
1
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
危
険
因

子
の
排
除
に
努
め
て
い
る
。

▼�

定
期
健
康
診
断
は
実
施
す
る
医
療
機
関
、
伊い

那な

労
働

基
準
協
会
、
産
業
医
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
。
医

師
か
ら
診
断
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
い
、
本
人
に
合
わ
せ

た
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。

③
全
額
会
社
負
担
の
社
員
旅
行
と
懇
親
会

コ
ロ
ナ
禍
は
自
粛
し
て
い
た
が
、
例
年
、
社
員
か
ら

リ
ク
エ
ス
ト
を
募
り
、1
泊
2
日
の
社
員
旅
行
を
実
施
。

２
０
２
３
年
６
月
に
は
大
阪
に
出
か
け
、
お
も
な
訪
問

先
を
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
演
芸
場
の
二
手
に
分
け
、
若
手

と
ベ
テ
ラ
ン
双
方
の
満
足
が
い
く
よ
う
工
夫
し
た
。
そ

の
ほ
か
に
も
年
4
回
、会
社
主
催
の
懇
親
会
を
実
施
し
、

そ
れ
ら
の
費
用
は
会
社
が
全
額
負
担
し
て
い
る
。

（
４
）
そ
の
他
の
取
組
み

▼�

障
害
者
の
職
場
定
着
支
援

２
人
の
障
害
者
を
雇
用
し
、
高
齢
社
員
が
相
談
役
を

に
な
っ
て
い
る
。
１
人
の
重
度
知
的
障
害
の
あ
る
社
員

は
、
特
別
支
援
学
校
を
卒
業
後
、
約
５
年
間
勤
務
を
続

け
て
お
り
、
職
場
で
の
高
齢
社
員
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
が

定
着
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

（
5
）
高
齢
社
員
の
声

ラ
ッ
キ
ン
グ
を
担
当
す
る
唐か

ら

澤さ
わ

清き
よ

子こ

さ
ん
は
、
最
高

齢
の
75
歳
。
30
年
以
上
勤
め
、
65
歳
定
年
を
機
に
一
度

退
職
し
、長
女
の
経
営
す
る
飲
食
業
を
手
伝
っ
た
あ
と
、

5
年
前
に
復
帰
し
た
。

「
募
集
を
か
け
て
い
た
の
で
、
社
長
に
相
談
し
ま
し

た
。
ず
っ
と
立
ち
仕
事
で
腰
痛
ベ
ル
ト
は
必
需
品
で
す

が
、
や
は
り
慣
れ
た
仕
事
の
ほ
う
が
楽
で
す
。
待
遇
は

辞
め
る
前
に
比
べ
て
よ
く
な
り
ま
し
た
。
じ
つ
は
次
女

も
高
校
卒
業
後
、
3
年
間
こ
こ
で
働
い
て
い
て
、
一
度

離
職
し
ま
し
た
が
3
年
前
に
復
職
し
た
ん
で
す
」

母
娘
そ
ろ
っ
て
同
社
で
働
い
て
い
る
要
因
は
、
規
模

は
大
き
く
な
っ
て
も
変
わ
ら
な
い「
家
族
経
営
的
な
雰

囲
気
」
が
性
に
合
う
か
ら
だ
と
い
う
。
働
く
こ
と
が
生

き
が
い
で
、「
体
が
続
く
か
ぎ
り
こ
の
仕
事
を
続
け
た

い
」と
唐
澤
さ
ん
は
語
る
。

（
6
）
今
後
の
課
題

清
水
代
表
取
締
役
は「
高
齢
社
員
は
若
手
社
員
と
同

等
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
」と
話
す
。
現
在
は
、
定

年
後
の
賃
金
を
一
定
程
度
下
げ
て
い
る
が
、
今
後
は
見

直
し
を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
。
年
金
受
給
の
開
始
年

齢
も
社
員
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、そ
の
対
応
を
含
め
、

賃
金
制
度
の
整
備
が
必
要
に
な
る
と
い
う
。

ま
た
、
第
２
工
場
で
勤
務
す
る
社
員
は
50
人
を
超
え
、

２
０
２
３
年
７
月
に
産
業
医
を
選
任
。
現
在
、
衛
生
管

理
に
つ
い
て
産
業
医
と
打
合
せ
を
行
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

禍
も
大
過
な
く
乗
り
越
え
た
同
社
は
、
今
後
の
規
模
拡

大
に
と
も
な
い
、衛
生
管
理
の
徹
底
に
も
注
力
し
て
い
く
。
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令和 6 年度  高年齢者活躍企業コンテスト

ラッキングを担当する唐澤清子さん（75歳）


